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平
成
21
年
に
、
母
校
創
立
１
１
０
周
年

記
念
事
業
が
種
々
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
皆

様
ご
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
だ
と
推
察
い

た
し
ま
す
。

　

同
窓
会
が
主
体
の
も
の
と
し
て
は
、
記

念
講
演
会
・
記
念
演
奏
会
・
記
念
小
冊
子

の
発
行
が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
新
規
立
ち
上
げ
と
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
も
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
後
者
の
２
つ

は
一
過
性
の
も
の
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
も

長
く
続
い
て
い
く
も
の
と
し
て
、
大
層
意

義
の
あ
る
も
の
で
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
立
ち
上
げ
は
、
平
成

19
年
度
の
総
会
に
て
、
比
較
的
若
い
年
代

の
卒
業
生
か
ら
の
提
案
も
あ
り
、
実
現
に

こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。
同
窓
会
の
動
向
は
、

年
１
回
発
行
さ
れ
る
会
報
に
依
っ
て
の

み
、
卒
業
生
に
お
伝
え
し
て
い
ま
す
。
し

か
し
そ
れ
も
、
会
費
を
納
入
さ
れ
た
会
員

だ
け
に
お
送
り
し
て
い
る
現
状
で
は
、
到

底
大
多
数
の
会
員
に
知
ら
し
め
る
に
は
程

遠
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
同
窓
会
と
い
え

ば
、
ど
こ
で
も
有
り
が
ち
で
す
が
、
同
窓

会
や
母
校
の
動
向
に
興
味
や
関
心
の
あ

る
の
は
中
高
年
層
の
会
員
で
あ
り
、
若
年

層
会
員
に
は
そ
の
意
識
が
少
な
い
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
浮
上
し
て
き
た
の
が

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活
用
で
し
た
。
こ
の
シ

ス
テ
ム
を
活
用
す
れ
ば
、
だ
れ
で
も
同
窓

会
の
み
な
ら
ず
、
母
校
の
動
向
も
か
な
り

知
っ
て
い
た
だ
け
る
は
ず
で
す
。
こ
れ
か

ら
は
年
数
回
編
集
し
、
最
新
情
報
を
お
伝

え
で
き
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
ご
期
待
下

さ
い
。

　

続
い
て
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
件
は
、
古
く

か
ら
丹
羽
文
雄
大
先
輩
方
を
中
心
に
し
て

「
銀
城
会
」
と
い
う
コ
ン
ペ
が
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
そ
れ
を
記
念
コ
ン
ペ
の
開

催
を
機
会
に
、
そ
の
名
称
等
を
お
譲
り
頂

き
ま
し
た
。
昨
年
の
様
子
は
別
項
の
通
り

で
す
が
、
熊
澤
会
長
も
「
同
窓
会
と
し
て

は
横
の
連
携
は
か
な
り
と
れ
て
い
る
が
、

縦
の
繋
が
り
が
十
分
と
は
言
え
な
い
。
そ

れ
が
１
０
０
名
以
上
の
会
員
が
一
同
に
会

し
て
、
親
睦
を
深
め
る
こ
と
は
、
ま
こ
と

に
意
義
深
い
こ
と
だ
。」
と
述
べ
て
み
え

ま
す
。
た
だ
ゴ
ル
フ
だ
け
が
懇
親
の
場
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今
後
も
大
勢
の
卒
業

生
が
親
睦
を
深
め
る
こ
と
の
で
き
る
機
会

を
つ
く
っ
て
い
き
た
く
思
う
今
日
こ
の
ご

ろ
で
す
。

　

同
窓
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
平
素
よ
り
本
校
の
教
育
全
般
に
わ
た

り
ご
支
援
ご
協
力
賜
り
ま
し
て
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。
私
、
昨
年
４
月
の
人
事

異
動
に
よ
り
、
本
校
に
着
任
い
た
し
ま
し

た
水
谷
明
弘
と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　

さ
て
、
本
校
の
現
状
で
す
が
、
生
徒
も

教
員
も
良
い
意
味
で
も
悪
い
意
味
で
も
非

常
に
め
ま
ぐ
る
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

進
学
実
績
に
つ
い
て
は
、
東
京
大
学
、
京

都
大
学
等
の
難
関
国
立
大
学
の
合
格
者
数

は
こ
こ
数
年
三
重
県
ト
ッ
プ
で
す
。
こ
れ

は
、
生
徒
の
頑
張
り
と
教
員
の
懇
切
丁
寧

な
指
導
の
成
果
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
部
活
動
に
お
い
て
も
、
５
つ
の
部
が

東
海
大
会
、
２
つ
の
部
が
全
国
大
会
に
出

場
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
実
績
の

陰
に
は
教
員
の
多
大
な
超
過
勤
務
と
い
つ

も
Ｏ
Ｎ
の
状
態
で
頑
張
っ
て
い
る
生
徒
の

努
力
が
あ
り
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
こ
の
環

境
の
下
で
勤
務
で
き
る
教
員
ば
か
り
集
め

る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
ま
た
、
生
徒
の

考
え
方
も
変
化
し
て
い
ま
す
。
全
国
的
な

傾
向
で
す
が
、「
あ
ま
り
無
理
せ
ず
に
高

校
生
活
を
送
り
た
い
」
と
思
っ
て
い
る
中

学
生
が
増
加
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に

は
、
生
徒
も
教
員
も
自
己
有
用
感
を
持
つ

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
競

争
社
会
の
中
で
の
仲
間
づ
く
り
で
す
か

ら
な
か
な
か
難
し
い
も
の
で
す
が
、
先
日

取
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、
生
徒
は
、
学
校

行
事
の
充
実
と
居
心
地
の
よ
い
学
級
を
最

上
位
に
あ
げ
て
い
ま
し
た
。
聡
明
な
四
高

生
は
、
現
実
に
各
学
校
で
学
校
行
事
が
減

少
し
た
り
、
子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
の

変
化
か
ら
学
級
崩
壊
が
起
こ
っ
て
い
る
現

実
を
十
分
認
識
し
、
徳
の
重
要
性
に
気
付

い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
え
て
な
り

ま
せ
ん
。

　

今
年
度
、
教
育
技
法
の
一
つ
で
あ
る

ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
実

施
し
ま
し
た
が
、
挨
拶
も
含
め
て
継
続
し

て
取
り
組
み
、
ど
の
生
徒
も
四
日
市
高
校

に
入
学
し
て
よ
か
っ
た
、
と
思
え
る
よ
う

な
学
校
づ
く
り
に
邁
進
す
る
所
存
で
ご
ざ

い
ま
す
の
で
、
同
窓
会
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
母
校
に
対
し
て
引
き
続
き

温
か
い
ご
声
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 
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同
窓
会
の
こ
れ
か
ら

同
窓
会
副
会
長　

西
脇　

壽
郎

（
四
高
三
十
二
年
度
卒
）

本
校
の
現
状
と

　
　
　

課
題
に
つ
い
て

学
校
長　

水
谷　

明
弘

　

平
成
23
年
、
元
旦
、
午

前
７
時
、
裏
山
に
登
り
、

初
日
の
出
を
拝
む
。
昨
年

同
様
快
晴
。〝
輝
き
満
ち

て
平
ら
け
く
、
和
む
朝
日

の
伊
勢
の
海
〞、
自
然
と

母
校
校
歌
を
口
ず
さ
ん
で

い
た
。
▼
「
卯
」
年
に
ち
な
ん
で
、
巷ち

間ま
た

で
は
、「
ホ
ッ
プ
」「
ス
テ
ッ
プ
」「
ジ
ャ

ン
プ
」
と
の
言
葉
を
見
聞
す
る
。
し
か
し
、

現
実
に
「
ホ
ッ
プ
」「
ス
テ
ッ
プ
」「
ジ
ャ

ン
プ
」
と
、
踏
み
し
め
る
グ
ラ
ン
ド
は
何

処
に
あ
る
の
だ
ろ
う
。
後
継
者
が
な
く
、

荒
れ
果
て
た
山
林
、
農
耕
地
。「
日
本
人

の
心
の
ふ
る
さ
と
文
化
」
を
育
て
継
承
し

て
き
た
里
山
も
住
宅
地
化
し
、
子
ど
も
の

遊
び
場
も
な
い
。
空
き
地
、
道
路
、
水
路

ま
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
ら
れ
て
い

る
。
学
校
の
校
庭
ま
で
、
人
工
芝
、
人
工

グ
ラ
ン
ド
で
本
当
の
土
の
グ
ラ
ン
ド
は
少

な
い
。
▼
母
校
が
甲
子
園
、
初
出
場
、
初

優
勝
し
た
頃
の
グ
ラ
ン
ド
を
想
い
出
す
。

現
在
の
グ
ラ
ン
ド
と
較
べ
て
半
分
程
の

広
さ
の
狭
い
グ
ラ
ン
ド
で
、
野
球
（
硬
・

軟
）、
サ
ッ
カ
ー
、
陸
上
競
技
、
バ
レ
ー
、

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
等
が
共
用
し
て
い
た
。
グ

ラ
ン
ド
に
て
毎
週
月
曜
日
、
朝
礼
集
会
の

後
、
全
校
生
徒
、
職
員
に
よ
る
小
石
拾
い
、

夏
期
は
草
取
り
に
よ
り
グ
ラ
ン
ド
を
磨
い

た
。
▼
現
在
は
何
処
の
学
校
も
グ
ラ
ン
ド

が
整
備
さ
れ
、
草
も
な
く
、
小
石
も
な
く
、

防
球
ネ
ッ
ト
が
張
り
巡
ら
さ
れ
、
全
て
業

者
頼
み
の
グ
ラ
ン
ド
に
な
っ
て
い
る
。
誰

に
よ
る
、
誰
の
た
め
の
、
心
の
こ
も
っ
た

グ
ラ
ン
ド
な
の
か
。
暖
か
い
心
の
こ
も
っ

た
グ
ラ
ン
ド
で
こ
そ
、
暖
か
い
心
を
も
っ

た
人
間
が
育
っ
て
き
た
も
の
だ
。
そ
れ
が

母
校
の
グ
ラ
ン
ド
で
あ
る
。
グ
ラ
ン
ド
の

石
こ
ろ
も
雑
草
も
立
派
な
教
材
と
し
て
存

在
し
て
く
れ
て
い
る
。
そ
の
教
材
を
、
生

か
す
も
殺
す
も
生
徒
と
そ
の
指
導
者
で

あ
る
。
業
者
に
磨
か
れ
、
業
者
に
整
備
さ

れ
た
グ
ラ
ン
ド
で
は
真
の
高
校
生
と
し
て

の
「
ホ
ッ
プ
」「
ス
テ
ッ
プ
」「
ジ
ャ
ン
プ
」

は
で
き
な
い
。
わ
が
母
校
の
グ
ラ
ン
ド
は
、

１
０
０
余
年
の
永
き
を
先
輩
諸
氏
の
汗

と
涙
と
熱
血
で
踏
み
固
め
ら
れ
て
い
る
筈

だ
。
後
継
者
の
絶
え
な
い
こ
と
を
祈
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
鈴
木
田
）

〈平成23年度総会のご案内〉
　平成 23年度総会を下記の通り開催いたし
ます。会員の皆様におかれましては、お誘い
合わせの上、多数ご参加くださいますようご
案内申し上げます。
○日　時

　平成23年６月4日（土）
　　　　13時30分受付
　　　　14時00分開会
○場　所
　四日市総合会館８階　視聴覚室
○記念講演
　〈講師〉
　　（株）三菱総合研究所主任研究員

　　　辻
つじ

　　禎
よし

　之
ゆき

 氏
　〈演題〉
　 「浪花節だよ、防災・危機管理・
　  Jリーグも－危機管理について－」
　終了後　・抽選会
　　　　　・記念撮影
　　　　　・喫茶室にてティー・パーティー（無料）
○付記
　・会費期限切れの方には、振込用紙を同封い

たしました。会費納入にご協力下さい。
　・講演につきましては、一般に公開しており

ます。お知り合いで、ご興味のあります方
には、ご案内下さい。

○問合せ
　四日市高校同窓会館
　TEL・FAX　059-365-3631
　Eメールアドレス
　sikoukai@m2.cty-net.ne.jp

Yokkaichi Senior High School

三重県立四日市高等学校同窓会公式ホームページ
http://www.pcs.ne.jp/̃shiko/

〈平成 22年度総会風景〉

四高
平成元年度卒（ ）

同窓会報68.indd   1 11/05/07   8:53
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平
成
22
年
度
総
会
は
６
月
６
日
（
日
）

の
14
時
よ
り
四
日
市
市
総
合
会
館
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
２
０
余
名
の
参
加
者
で
定
刻
通
り
始

ま
り
、
最
初
に
熊
澤
会
長
よ
り
ご
挨
拶
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
内
容
は
、
昨
年
の
母

校
創
立
１
１
０
周
年
記
念
行
事
も
質
素
な

が
ら
も
、
同
窓
会
員
の
参
加
も
多
く
、
記

念
総
会
、
祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー
、
記
念
ゴ
ル

フ
コ
ン
ペ
等
和
や
か
な
雰
囲
気
で
、
各
行

事
は
成
功
裡
に
終
了
し
た
こ
と
の
報
告
で

し
た
。

　

続
い
て
、
本
年
度
よ
り
校
長
に
赴
任
さ

れ
た
水
谷
校
長
よ
り
、
会
員
へ
の
挨
拶
と
、

伝
統
あ
る
四
日
市
高
校
で
の
、
指
導
責

任
の
重
さ
と
、
学
ぶ
生
徒
た
ち
の
前
途
を

見
す
え
た
人
間
形
成
に
重
点
を
置
い
た
学

習
、
進
路
指
導
を
行
い
た
く
希
望
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
議
事
、
記
念
演

奏
会
、
記
念
撮
影
、
抽
選
会
、
懇
親
パ
ー

テ
ィ
ー
と
、
日
程
を
終
え
ま
し
た
。

議　
　
　

事

　

総
会
で
審
議
さ
れ
た
議
案
は
次
の
通
り

で
す
。

　

第
１
号
議
案

　

平
成
21
年
度
事
業
報
告

　

第
２
号
議
案

　

平
成
21
年
度
収
支
決
算
・
監
査
報
告

　

第
３
号
議
案

　

平
成
22
年
度
事
業
計
画
案

　

第
４
号
議
案

　

平
成
22
年
度
予
算
案

　

以
上
の
議
案
に
つ
い
て
慎
重
な
審
議
の

結
果
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

演　

奏　

会

　

本
年
の
記
念
講
演
は
、
四
高
33
年
度
卒

の
田
嶌
玲
子
氏
に
お
願
い
し
、「
マ
リ
ン

バ
演
奏
と
ト
ー
ク
」
と
い
う
演
題
で
、
心

温
ま
る
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

田
嶌
氏
は
マ
リ
ン
バ
演
奏
と
そ
の
指
導

に
お
い
て
、
日
本
の
草
分
け
的
存
在
で
あ

り
、
音
楽
教
育
者
と
し
て
ま
た
演
奏
家
と

し
て
50
年
の
キ
ャ
リ
ア
を
持
ち
、
現
在
も

第
一
線
で
ご
活
躍
中
で
す
。

　

当
日
は
マ
リ
ン
バ
の
演
奏
家
で
も
あ
る

娘
さ
ん
も
協
力
出
演
さ
れ
、
親
子
の
ぴ
た

り
と
息
の
あ
っ
た
躍
動
感
あ
る
音
楽
が
す

ば
ら
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
普
段
あ
ま

り
こ
の
楽
器
に
親
し
ん
で
な
い
私
た
ち
に

富中・四女・北女卒業生

四高　昭和 25～ 29 年度卒業生

四高　昭和 30年度以降卒業生

平成22年６月６日（日）
四日市総合会館
８階視聴覚室

平
成
22
年
度
同
窓
会
総
会
報
告

記
念
演
奏
と
ト
ー
ク

田
嶌
玲
子
氏（
マ
リ
ン
バ
演
奏
）

（
四
高
三
十
三
年
度
卒
）

〔収入の部〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円
項 目 細 目 摘 要 決 算 額 予 算 額
同 窓 会 収 入 8,737,960 8,664,000

入 会 金 全日制 1,800 × 1079 人 1,942,200 1,944,000

同 窓 会 費

終身（20000） 327 6540000

10年（10000） 1 10000
５年（5000） 0 0
３年（3000） 2 6000
２年（2000） 2 4000
１年（1000） 267 267000
同窓会費計 6827000
振　込　料 △ 31240 6,795,760 6,720,000

雑 収 入 利子、その他 2,242 4,672
繰 越 金 1,301,328 1,301,328
合 計 10,041,530 9,970,000

〔支出の部〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円
項 目 細 目 摘 要 決 算 額 予 算 額
運 営 費 1,423,927 1,550,000

給 与 給料 1,030,000 1,100,000
事 務 印刷、事務用品等 324,101 350,000
通 信 電話、郵便料 69,826 100,000

会 議 費 199,845 370,000
総 会 会場費、懇親会費、案内状 139,350 250,000
理 事 会 会場費、会議費、案内状 56,281 100,000
常 任 理 事 会 会議費 4,214 20,000

事 業 費 会 報 会報印刷及び発送費 670,488 950,000
四高会拠出金 （財）四高会寄付金 750,000 750,000
110 周年記念事業費 式典・音楽会 文化行事補助・記念パーティ・ホームページ等 2,372,991 2,500,000
積 立 金 1,800,000 1,800,000
予 備 費 1,618,085 2,050,000
合 計 8,835,336 9,970,000

〔収入の部〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円
勘 定 科 目 細 目 摘 要 決 算 額 予 算 額

寄 付 金 収 入 同窓会より 750,000 750,000

雑 収 入
会館使用料 101,500 110,000

受取利息 1,797 2,764

前 期 繰 越 金 1,107,236 1,107,236

合 計 1,960,533 1,970,000

〔支出の部〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：円

勘 定 科 目 細 目 摘 要 決 算 額 予 算 額

管 理 費 649,173 1,520,000

事 務 費 84,035 400,000

会 館 修 理 費 93,970 500,000

清 掃 費 環境整備等 72,000 100,000

保 険 費 火災保険料 18,570 20,000

光 熱 給 水 費 電気、水道、ガス代 380,598 500,000

事 業 費 会議、講演 229,475 250,000

法 人 住 民 税 県税・市税 20,000 160,000

予 備 費 0 40,000

合 計 898,648 1,970,000

単位：円

平 成 21 年 度 収 入 10,041,530
平 成 21 年 度 支 出 8,835,336
次 年 度 繰 越 金 1,206,194

百五銀行富田駅前支店普通預金

特別会計積立金（百五銀行富田駅前支店定期預金）

前 年 度 末 22,001,557
今 年 度 積 立 金 1,800,000
利 子 44,010
今 年 度 末 23,845,567

単位：円

平 成 21 年 度 収 入 1,960,533

平 成 21 年 度 支 出 898,648

次 年 度 繰 越 金 1,061,885

（次期繰越金）百五銀行富田駅前支店普通預金　1,061,885

（平成 21年４月１日～平成 22年３月 31日）

四日市高校同窓会　平成21年度収支決算書

（平成 21年４月１日～平成 22年３月 31日）

財団法人　四高会　平成21年度収支決算書

も
、
マ
リ
ン
バ
の
ト
レ
モ
ロ
奏
法
に
よ
る

持
続
音
は
実
に
耳
に
心
地
よ
く
、
ま
た
マ

レ
ッ
ト
の
堅
さ
に
よ
っ
て
音
色
が
変
幻
自

在
に
な
る
な
ど
、
聴
く
者
の
心
を
と
ら
え

て
放
さ
な
い
す
ば
ら
し
い
演
奏
で
し
た
。

耳
慣
れ
た
曲
目
に
も
、
時
に
は
軽
快
に
、

時
に
は
し
っ
と
り
と
、
暖
か
く
優
し
い
響

き
が
会
場
を
満
た
し
て
い
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

　

ま
た
、
曲
間
に
入
る
ス
ピ
ー
チ
も
穏
や

か
な
口
調
の
中
に
氏
の
ゆ
る
ぎ
な
い
自
信

と
誇
り
が
感
じ
ら
れ
、
こ
の
講
演
会
に
参

加
し
た
す
べ
て
の
方
々
の
心
に
す
て
き
な

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
っ
て
響
い
た
こ
と
は
言

う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

懇　親　会 マリンバ演奏
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四日市高校　同窓会報（3）　第68号 2011年（平成23年）３月１日

　学校群４年目の入学生として入学した私にとって一番の驚きは、授業外で行われる

様々な課外活動や行事の充実度でした。新入生歓迎会では、有志のロックバンドや吹

奏学部によるビッグバンド風の演奏、そのころまだ珍しかった柔道部による「学生プ

ロレス」など、大学生はだしの出し物が披露されました。３年生のときには『八稜星』

の表紙デザインをさせていただき、過去の本を見る機会があったのですが、その中身

は現在の総合文芸誌にも匹敵するほど中身の濃い物でした。

　「学校行事のスケールは、その学校の偏差値に比例する」と聞いたことがありますが、

これは学校「文化度」を表現したもののようです。

　今では考えられないほど勉学に、クラブ活動に、遊びに、真剣な時代だったのかも

知れません。

　その後の私たちの代では、それらが少しずつ地味になっていったことを思うと、む

べなるかなの思いです。

　さて自分はといいますと、１年生のときに、友達に誘われて何となく入った美術部で、

フラフラと過ごしておりました。進路を決める段になって、「自分はやはり好きなこと

でいくしかない」と一念発起、美大への進学を目指すことにしたのですが、急にうま

くいくわけがありません。ただ、高校野球の名門を見習って、３年次にはとにかく毎

日美術室に行くことを心がけました。そうこうするうちに、「全日本学生油絵コンクー

ル」が迫ってきました。これは４年前に町田先輩が日本一に輝き、その後も部員が入

賞を続けてきた文字通り「美術の甲子園」のようなコンクールです。顧問のＳ先生は

じめ、当時、教育実習で来られていたＭ先輩に、下絵を何度もダメ出しされ、それで

も描きだせずに日が過ぎ、３週間でなんとか100号を仕上げて東京に送りました。

　リレー随想

四高で学んだこと
　　　　　　　上田安子服飾専門学校・教務部長　　　

　　　　　　小西　祐司（四高 54年度卒）

　結果は幸運にも準優秀賞をいただくことができ、自分なりの自信

が持てました。この時の１位は、奇しくもＳ先生の教えを受けた先

生に指導された、愛知・起工高２年の生徒の作品で、その100号２

枚を繋げた大作は会場でも他を圧倒しておりました。

　このような活動を通して、「やっていることが全国に繋がっている」

ことを実感できましたし、まだ見ぬライバルといいますか、日本中

で絵を描き、デザインを志している同年代の人たちを意識する視点

が養われたと思います。

　また、高校時代にはＳ先生に美術展はもちろん、新聞社などにも

同行させていただきました。もちろん、先生と作家のお友達や記者

さんがお話をされているところに同席しているだけなのですが、今

にして思えば、こういった「オトナの会話」を聞く経験をしたこと

は、様々なマナーを含め、昨今言われている「コミュニケーション力」

を教えていただいたように思います。その後、大阪芸術大学に進み

ましたが、高校生のうちから大学の「ゼミ」のような経験をしてい

るわけですから、最初から臆することなく、先輩や先生方の教えを

乞うことができました。

　こんなふうに、現在の私を支えている価値観や行動スタイルのほ

とんどは、四日市高校での出会いの中で養成されたものです。

　「教育の危機」が叫ばれるなか、中央教育審議会は専門学校を「高

等教育の新しい柱」として位置づけることを議論しており、ここに

入れるかどうかに学校の命運がかかっているといわれています。「専

門」学校ですから、教育の専門性を高めるのが第一義であることは

もちろんですが、四高時代に触れたような課外カリキュラム（影の

カリキュラム－シャドウ・カリキュラム）の充実も、教育の高度化

のカギかもしれないなと考えております。 

　

同
窓
会
館
前
庭
園
に
各
卒
業
生
が
寄
附

さ
れ
た
樹
木
が
、
元
気
よ
く
育
っ
て
い
ま

す
。

　

以
上
13
学
年
の
方
々
の
記
念
樹
の
成

長
ぶ
り
を
同
窓
会
館
訪
問
時
に
確
認
し
て

や
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

庭
園
に
は
、
ま
だ
空
き
ス
ペ
ー
ス
が
あ

り
ま
す
の
で
、
各
学
年
幹
事
の
方
々
、
各

学
年
同
窓
会
開
催
時
に
記
念
事
業
と
し

て
、
記
念
植
樹
も
ご
一
考
さ
れ
る
よ
う
期

待
し
ま
す
。

　

富
中
41
回
生
「
黒
松
」
再
植
樹

　

卒
業
30
周
年
記
念
（
Ｓ
49
年
）
に
植
樹

さ
れ
た
「
黒
松
」
が
、
３
年
前
に
「
マ
ツ

ク
イ
ム
シ
」
の
被
害
で
弱
り
ま
し
た
。
Ｈ

22
年
に
、
富
中
41
回
卒
代
表
者
に
よ
り
再

植
樹
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

母
校
創
立
１
１
０
周
年
を
記
念
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
第
１
回
銀
城
親
睦
ゴ

ル
フ
大
会
に
続
き
、
第
２
回
大
会
が
、

去
る
平
成
22
年

11
月
11
日（
木
）

四
日
市
カ
ン
ツ

リ
ー
ク
ラ
ブ
で

開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

参
加
者
は

女
子
10
名
、
男

子
１
２
２
名
の

総
勢
１
３
３
名

で
、
最
高
齢
者

は
富
中
第
38
回

卒
の
今
谷
慶
郎
さ
ん
（
Ｔ
13
・
２
生
）

で
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
の
優
勝
者
は

女
子
の
部

　
　

須
藤
美
智
子
さ
ん
（
Ｓ
25
卒
）

男
子
の
部

　
　

山
下　
　

晃
さ
ん
（
Ｓ
36
卒
）

　

な
お
、
優
勝
者
山
下　

晃
さ
ん
と
同

じ
組
で
ラ
ウ
ン
ド
さ
れ
た
岡
田
忠
夫
さ

ん
（
Ｓ
36
卒
）
が
16
番
で
見
事
ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
を
達
成
さ
れ
第
３
位
に
入
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　

第
３
回
大
会
は
２
０
１
１
年
11
月
10

日
（
木
）
に
四
日
市
Ｃ
C
で
の
開
催
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
多
数
ご
参
加
下
さ
い
ま
す
様

ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
伊
藤　

勘
作
）

　

同
窓
会
館
庭
園
に
て

　
　
　
　

年
輪
を
刻
む
、各
卒
業
生
寄
附
記
念
樹

　

吉
田
豊
さ
ま
は
、
四
日
市
高
女

第
39
回
卒
業
生
代
表
と
し
て
、
こ

よ
な
く
同
窓
会
を
愛
し
、
几
帳
面

な
ご
性
格
で
会
運
営
の
推
進
役
を

務
め
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

平
成
10
年
度
よ
り
15
年
度
ま

で
、
副
会
長
を
務
め
ら
れ
、
以
後
、

急
逝
さ
れ
る
ま
で
顧
問
と
し
て
会

を
見
守
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

 

吉 

田 　

豊 

さ
ま

（
四
女
三
十
九
回
卒
）

平
成
22
年
12
月
20
日
ご
逝
去

お
悼
み

新しく植樹されたクロマツ
代表の伊達貫一郎氏（左）
川合一郎氏（右）

第
２
回

　

銀
城
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

富
中
25
回
卒
生
（
カ　
　

シ
）
Ｓ
・
53
・
３

富
中
30
回
卒
生
（
サ
ザ
ン
カ
）
Ｓ
・
58
・
４

富
中
31
回
卒
生
（
黒　
　

松
）
Ｓ
・
59
・
８

富
中
38
回
卒
生
（
ラ
カ
ン
マ
キ
）
H
・
４
・
３

富
中
40
回
卒
生
（
サ
ザ
ン
カ
）
Ｓ
・
48
・
３

富
中
41
回
卒
生
（
黒　
　

松
）
Ｓ
・
49
・
３

富
中
42
回
卒
生
（
カ　
　

シ
）
Ｓ
・
50
・
８

富
中
43
・
44
回
卒
生
（
ツ　
　

ゲ
）
Ｓ
・
51
・
８

富
中
45
回
卒
生
（
ツ
バ
キ
）
Ｓ
・
53
・
８

富
中
46
回
卒
生
（
マ　
　

キ
）
Ｓ
・
54
・
２

北
女
４
回
卒
生
（
シ
ュ
ロ
）
Ｓ
・
54
・
９

四
高
28
年
度
卒
生
（
夏
椿
・
侘
助
）
Ｓ
・
59
・
８

〈熊澤会長あいさつ〉

〈優勝カップ授与〉

〈懇　親　会〉

〈第14回〉
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四日市高校　同窓会報 （4）　第68号2011年（平成23年）３月１日

　

昨
年
、
平
成
22
年
は
「
戦
後
65
年
」
と

よ
く
云
わ
れ
ま
し
た
が
、
私
た
ち
「
昭
和

５
年
生
ま
れ
の
者
た
ち
は
一
斉
に
満
80
歳

を
迎
え
る
年
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
２
年

前
に
開
い
た
鳥
出
会
の
席
で
「
次
回
は
皆

元
気
な
顔
を
合
わ
せ
て
一
緒
に
傘
寿
を
祝

う
会
に
」
と
誓
っ
て
別
れ
ま
し
た
。

　

去
る
10
月
18
日
（
月
）
に
我
々
昭
和
18

年
入
学
の
２
５
０
名
（
１
組
か
ら
５
組
ま

で
、各
組
50
名
）
の
同
期
会
、鳥
出
会
（
戦

時
中
、
毎
月
８
日
の
大
詔
奉
戴
日
に
鳥
出

神
社
へ
隊
列
を
組
ん
で
参
拝
し
た
思
い
出

に
由
来
し
て
命
名
）
を
四
日
市
都
ホ
テ
ル

で
開
き
ま
し
た
。

　
「
傘
寿
」
の
祝
賀
懇
親
会
に
先
立
っ
て
、

物
故
者
１
１
２
名
の
内
よ
り
13
名
の
ご
遺

族
を
迎
え
て
、
仲
間
の
木
村
喬
信
和
尚
の

先
導
で
物
故
者
追
悼
法
要
を
営
み
、
出
席

者
67
名
で
往
時
を
偲
び
掌
を
合
わ
せ
ま
し

た
。

　

今
思
い
起
こ
し
ま
す
と
、
富
中
の
５
年

間
は
戦
中
、
終
戦
、
戦
後
と
い
う
未
曾
有

の
混
乱
期
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
今
尚
忘
れ

難
い
有
為
転
変
の
出
来
事
や
事
件
に
遭
遇

し
、
眼
を
閉
じ
て
静
か
に
そ
の
時
を
思
い

浮
か
べ
る
と
、
そ
の
状
景
が
あ
り
あ
り
と

鮮
か
に
甦
え
っ
て
参
り
ま
す
。

　

我
々
の
経
験
し
た
出
来
事
や
見
聞
し
た

事
柄
は
、
共
通
の
も
の
と
夫
々
個
別
の
も

の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
紙
面
の
都
合
上
そ

の
幾
つ
か
の
共
通
の
忘
れ
得
ぬ
出
来
事
の

み
を
こ
こ
に
列
挙
し
て
思
い
出
の
縁
よ
す
が

と
い

た
し
ま
す
。

（
一
）
入
学
早
々
の
18
年
12
月
５
日
の
夜
、

本
校
舎
よ
り
出
火
炎
上
し
、
消
失
。
富

田
幼
稚
園
や
仮
設
の
馬
小
舎
教
室
で
の

授
業
と
な
る
。

（
二
）
19
年
12
月
、
東
南
海
大
地
震
が
発

生
し
、
新
築
中
の
校
舎
が
目
の
前
で
倒

壊
し
た
。
東
洋
一
の
煙
突
と
し
て
有
名

な
石
原
産
業
の
煙
突
も
倒
壊
し
た
。

（
三
）
20
年
６
月
18
日
深
夜
、
Ｂ
29
の
四

日
市
空
襲
で
四
日
市
は
焼
野
原
と
な
り

多
数
の
者
が
被
災
し
た
。

（
四
）
20
年
８
月
15
日
正
午
、
終
戦
の
詔

傘
寿
の
祝
典
と
追
悼
法
要

　

〜
遺
族
を
交
え
仲
間
た
ち
と
往
時
を
偲
ぶ
〜

伊　

達　

則　

彦

（
富
中
第
四
十
五
回
卒
）

　

２
０
１
０
年
11
月
第
16
回
ア
ジ
ア
大
会

が
、
中
国
広
州
で
開
催
さ
れ
陸
上
競
技
で

日
本
選
手
が
活
躍
し
ま
し
た
。

　

女
子
１
０
０
米
で
福
島
さ
ん
が
11
秒
33

で
優
勝
し
金
メ
ダ
ル
、第
５
回
（
１
９
６
８

年
）
か
ら
44
年
振
り
の
記
録
を
達
成
し
ま

し
た
。
２
０
０
米
で
も
優
勝
、
２
冠
に
輝

き
ま
し
た
。
男
子
槍
投
で
村
上
さ
ん
が
、

83
米
15
で
自
己
新
記
録
で
優
勝
金
メ
ダ
ル

を
獲
得
、
女
子
槍
投
で
海
老
原
さ
ん
が
、

61
米
56
で
優
勝
、
日
本
新
記
録
を
９
年
振

り
に
更
新
し
ま
し
た
。

　

ア
ジ
ア
大
会
を
テ
レ
ビ
観
戦
し
て
い

て
、
私
が
四
日
市
高
校
陸
上
競
技
部
に
在

籍
中
に
第
２
回
ア
ジ
ア
大
会
（
１
９
５
４

年
）
の
選
考
会
が
有
り
、
槍
投
で
日
本
代

表
選
手
に
選
ば
れ
、
当
時
の
恩
師
服
部
孝

之
助
先
生
が
涙
を
流
し
て
喜
ん
で
く
れ
た

こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

当
時
の
私
は
身
長
１
６
０
セ
ン
チ
、
体

重
52
キ
ロ
で
、短
距
離
、走
巾
跳
、走
高
跳
、

ハ
ー
ド
ル
が
専
門
で
し
た
。
２
年
生
の
４

月
先
輩
の
投
げ
た
槍
が
私
の
足
元
に
飛
ん

で
来
た
の
を
「
こ
ち
ら
へ
投
げ
よ
」
と
言

わ
れ
、
そ
れ
迄
持
っ
た
こ
と
も
な
い
槍
を

私
流
で
投
げ
返
し
た
ら
「
明
日
か
ら
位
田

は
槍
投
を
し
ろ
」
と
言
わ
れ
て
驚
き
ま
し

た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
狭
く
て
練
習
が
思
う

様
に
出
来
ず
、
垂
坂
山
の
開
拓
中
の
山
に

２
本
槍
を
持
っ
て
、
一
人
で
練
習
に
行
き

午
後
８
時
頃
に
校
庭
に
戻
る
と
人
影
も

無
く
、
10
投
全
力
で
投
げ
帰
宅
、
家
で
は

柱
に
く
く
り
付
け
た
チ
ュ
ー
ブ
を
１
０
０

回
、
腰
入
れ
と
投
げ
の
練
習
、
お
風
呂
の

中
で
は
ス
ナ
ッ
プ
の
練
習
と
い
う
毎
日
で

し
た
。

 　

第
２
回
ア
ジ
ア
大
会
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
マ

ニ
ラ
は
対
日
感
情
が
悪
く
、
空
港
周
辺
は

戦
争
の
砲
弾
の
跡
が
一
杯
残
っ
て
い
ま
し

た
。
競
技
場
で
の
練
習
中
も
「
日
本
人
バ

カ
ヤ
ロ
ー
」
と
大
声
が
し
て
集
中
し
て
の

練
習
も
困
難
で
し
た
。
宿
舎
も
女
子
大
学

の
寮
で
天
井
に
は
や
も
り

4

4

4

が
居
り
、
木
の

ベ
ッ
ド
に
蚊
帳
が
付
い
て
い
る
も
の
で
し

た
。
食
事
も
口
に
合
わ
ず
、パ
ン
に
バ
タ
ー

を
付
け
て
食
べ
た
の
が
最
高
に
美
味
か
っ

た
で
す
。

　

試
合
当
日
予
選
は
３
投
で
２
投
フ
ァ
ー

ル
し
て
記
録
が
無
く
、監
督
に
呼
ば
れ
「
い

つ
も
練
習
し
て
い
る
気
持
ち
で
」
と
言
わ

れ
、
今
度
失
敗
し
た
ら
日
本
に
帰
れ
な
い

と
思
い
無
心
で
投
げ
た
３
投
目
。「
ワ
ー
」

と
い
う
喚
声
が
上
が
り
、
き
れ
い
に
槍
が

地
面
に
突
き
さ
さ
っ
て
い
ま
し
た
。
自
己

新
記
録
で
銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
。
一
瞬
何
が

起
っ
た
の
か
解
ら
な
い
状
態
で
し
た
。
記

録
は
42
米
69
で
し
た
。
当
時
は
木
の
槍

で
今
の
槍
と
は
材
質
も
違
い
、
現
代
の
ス

ポ
ー
ツ
選
手
は
競
技
場
、
器
具
、
ウ
ェ
ア
、

食
事
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
等
で
体
力
的
に
も

恵
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
ア
ジ
ア
大
会
日
本
メ
ダ
ル
獲
得

目
標
は
金
60
個
以
上
２
位
を
目
標
に
し
て

い
た
様
で
す
が
及
ば
ず
、
３
位
で
金
48
個

銀
74
個
銅
94
個
合
計
２
１
６
個
と
い
う
結

果
に
終
わ
り
ま
し
た
。
こ
の
結
果
か
ら
今

後
一
層
の
努
力
と
、
も
っ
と
ス
ポ
ー
ツ
施

設
と
環
境
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
者
へ
の
待

遇
に
日
本
全
体
が
力
を
入
れ
、
素
晴
ら
し

い
結
果
が
生
ま
れ
る
よ
う
に
期
待
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

ア
ジ
ア
大
会
を
振
り
返
っ
て

服　

部　

保　

子

（
四
高
二
十
八
年
度
卒
）

　

昭
和
47
年
10
月
３
日
、
私
は
生
徒
会
で

書
記
を
や
っ
て
い
ま
し
た
。

　

３
年
生
で
生
徒
会
な
ど
や
っ
て
い
た
の

は
ご
く
稀
な
生
徒
で
す
。
と
い
っ
て
も
積

極
的
に
生
徒
会
活
動
を
や
っ
て
い
た
の
で

は
な
く
、
現
実
逃
避
、
勉
強
な
ん
か
し
た

く
な
い
と
い
う
気
分
で
ダ
ラ
ダ
ラ
と
続
け

て
お
り
ま
し
た
。
２
年
生
の
と
き
に
『
八

稜
星
』
の
編
集
に
携
わ
り
、
生
徒
会
室
周

辺
の
雰
囲
気
が
好
き
だ
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

秋
に
な
り
運
動
会
や
文
化
祭
な
ど
行
事

が
目
白
押
し
と
な
り
ま
し
た
。
最
上
級
生

だ
っ
た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う

い
っ
た
行
事
の
責
任
者
を
や
ら
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
年
の
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
は
改
修
工

事
で
使
用
で
き
ず
に
、
運
動
会
は
中
央
緑

地
公
園
で
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
陸

上
部
に
い
た
の
で
、
そ
の
あ
た
り
か
ら
会

場
の
こ
と
も
含
め
て
責
任
者
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
問
題
は
、
そ
れ
ま

で
運
動
会
の
合
間
に
や
っ
て
い
た
一
大
イ

ベ
ン
ト
の
ク
ラ
ス
対
抗
の
仮
装
行
列
を
ど

う
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
結
局
、

近
く
の
四
日
市
北
高
校
の
運
動
場
を
お
借

り
し
て
、
運
動
会
か
ら
独
立
し
て
開
催
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
他
の
行
事
も
多

く
、
準
備
期
間
も
長
く
、
毎
日
遅
く
ま
で

学
校
に
お
り
、
10
月
３
日
の
当
日
を
迎
え

ま
し
た
。

　

全
生
徒
が
四
高
か
ら
北
高
に
、
着
替
え

て
仮
装
道
具
一
式
を
担
ぎ
、
そ
れ
こ
そ
行

列
・
行
軍
と
い
う
感
じ
で
し
た
。
い
よ
い

よ
仮
装
イ
ベ
ン
ト
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

リ
ハ
ー
サ
ル
な
し
の
屋
外
イ
ベ
ン
ト
で
す

か
ら
ト
ラ
ブ
ル
続
出
で
す
。
そ
こ
へ
突
然
、

先
生
方
ほ
か
の
仕
切
り
が
入
っ
て
き
て
私

の
思
惑
と
ぶ
つ
か
り
ま
し
た
。（
経
過
は

省
略
）

　

黙
っ
て
四
高
に
ひ
と
り
で
帰
り
、
ガ
ラ

ン
と
し
た
校
舎
に
ポ
ツ
ン
と
い
ま
し
た
。

ひ
と
り
で
し
た
。
こ
の
こ
と
は
誰
も
知
り

ま
せ
ん
。
仮
装
イ
ベ
ン
ト
は
、
責
任
者
で

あ
る
は
ず
の
私
が
い
な
く
て
も
無
事
に
終

了
し
ま
し
た
。

　

挫
折
と
い
う
言
葉
を
初
め
て
知
り
ま
し

た
。
自
分
が
い
な
く
て
も
世
の
中
が
廻
っ

て
い
く
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
高
校
３

年
生
の
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
や
っ
て
き
た

こ
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。
放
心
状
態
で
し

た
。
そ
ん
な
こ
と
は
誰
も
気
付
い
て
い
な

い
、
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
ま
で
誰
に
も
言
わ
な
か
っ
た
私
の
節

目
の
日
で
す
。
翌
日
は
私
の
18
歳
の
誕
生

日
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
後
の
運
動
会
も
文
化

祭
も
喜
ん
で
終
え
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と

を
付
け
加
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

の
理
由
は
、
こ
れ
ま
た
秘
密
で
す
。
大
人

に
な
り
ま
し
た
。

十
七
歳
最
後
の
日

山　

川　

有　

一

（
四
高
四
十
七
年
度
卒
）

往　来往　来

勅
た
る
玉
音
放
送
を
在
校
生
全
員
（
一

部
の
者
は
勤
労
動
員
先
の
工
場
で
、
又

一
部
の
者
は
陸
軍
幼
年
学
校
や
海
軍
兵

学
校
予
科
や
海
軍
航
空
隊
予
科
練
習
生

と
し
て
）
が
校
庭
で
聞
く
。
落
涙
。

（
五
）
21
年
１
月
、
駅
伝
競
争
に
住
山
、

伊
藤
通
等
が
出
場
し
優
勝
す
る
。

（
六
）
22
年
の
夏
の
甲
子
園
へ
初
出
場
を

果
た
し
田
辺
中
学
と
対
戦
し
た
。
復
活

野
球
部
を
結
成
し
た
の
は
戦
中
の
山
城

で
の
開
墾
に
従
事
し
た
３
年
５
組
（
担

任
、池
内
先
生
）
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
（
小

池
、
藤
井
、
早
川
、
福
田
、
武
藤
、
森
谷
、

阪
、
小
林
）
で
あ
っ
た
。

（
七
）23
年
３
月
卒
業
。
学
制
改
革
に
よ
り
、

４
月
よ
り
旧
制
高
校
、
高
専
、
新
制
四

日
市
高
校
（
三
年
編
入
）
へ
夫
々
進
学

又
は
就
職
し
た
。

　

服
部
（
旧
姓
・
位
田
）
さ
ん
が

獲
得
さ
れ
た
銀
メ
ダ
ル
は
同
窓
会
館

メ
モ
リ
ア
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
常
時
陳

列
さ
れ
て
い
ま
す
。

祝典と追悼法要
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33
年
前
の
私
は
、
女
子
生
徒
が
た
く

さ
ん
い
る
、
数
学
・
物
理
が
嫌
い
な
３
年

１
組
の
受
験
生
で
し
た
。
担
任
の
先
生
の

独
特
の
雰
囲
気
の
お
か
げ
な
の
か
　

時

に
受
験
生
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
さ
せ
て
も

ら
い
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
国
公
立
受
験

志
向
の
強
い
、
男
子
生
徒
が
多
い
四
高
で

あ
り
な
が
ら
、
四
高
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
は

な
い
、
個
性
的
な
キ
ャ
ラ
が
集
ま
っ
た
ク

ラ
ス
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
昨
今
、
受

験
生
の
息
子
を
持
つ
親
と
な
っ
た
の
で
す

が
、
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル
で
希
望
の
大
学

を
見
学
し
て
、
早
々
と
学
校
推
薦
で
冬
の

受
験
を
回
避
し
、「
な
ん
だ
か
こ
っ
す
い

な
あ
…
」
と
い
う
気
も
し
ま
す
。
親
孝
行

を
し
て
く
れ
た
の
か
、
大
学
側
も
少
子
高

齢
化
の
生
徒
集
め
な
の
か
な
あ
と
思
っ
た

り
し
て
い
ま
す
。

　

先
日
、四
高
の
大
先
輩
が
「
学
歴
は
あ
っ

て
も
学
問
が
な
い
」
と
話
さ
れ
た
言
葉
を

聴
き
、
自
分
自
身
「
ど
き
り
」
と
し
た
思

い
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
世
代
は
ど
ち
ら

か
と
い
う
と
当
た
り
前
の
よ
う
に
高
校
を

卒
業
し
大
学
に
進
学
し
た
も
の
の
、
本
当

に
「
学
び
」
が
備
わ
っ
て
い
る
も
の
だ
ろ

う
か
と
自
問
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
高

校
生
生
活
と
と
も
に
、
長
い
人
生
の
な
か

で
何
を
学
ぶ
か
が
大
切
で
あ
っ
て
、
入
学

試
験
の
合
格
が
最
終
目
的
で
は
な
い
こ
と

を
今
に
な
っ
て
再
確
認
す
る
次
第
で
す
。

　

私
は
現
在
、
四
日
市
ば
ん
こ
焼
の
販
売

を
仕
事
と
す
る
悪
戦
苦
闘
の
毎
日
で
す

が
、
ど
う
い
う
か
た
ち
に
し
ろ
、
四
高
の

学
生
生
活
で
「
学
ぶ
」
こ
と
を
学
ん
だ
経

験
を
生
か
し
て
、
人
生
の
後
半
も
で
き
る

限
り
「
学
ぶ
」
姿
勢
を
持
ち
続
け
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

　

宣
伝
に
な
る
よ
う
で
恐
縮
で
す
が
、
今

年
も
５
月
の
第
２
土
・
日
曜
日
の
２
日
間
、

近
鉄
川
原
町
駅
周
辺
に
て
、
恒
例
の
「
ば

ん
こ
祭
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
年
で

50
回
目
を
数
え
る
開
催
で
す
。
遠
方
の
か

た
、
近
在
の
か
た
、
み
な
さ
ま
お
誘
い
あ

わ
せ
の
上
の
ご
来
場
、
心
よ
り
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
の
年
代
は
高
度
成
長
期
か
ら
オ

イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
、
バ
ブ
ル
時
代
と
そ
の
崩

壊
、
ま
た
リ
ス
ト
ラ
と
学
生
の
就
職
難
な

ど
色
々
経
験
し
て
き
た
。
デ
フ
レ
状
態
の

中
で
、
企
業
も
生
き
残
り
を
か
け
て
の
戦

略
で
人
間
関
係
も
複
雑
に
な
っ
て
い
る
。

大
手
企
業
も
中
小
も
厳
し
い
契
約
条
件
で

も
が
い
て
い
る
。
こ
ん
な
ゆ
と
り
の
な
い

時
代
で
人
に
対
し
て
の
思
い
や
り
が
生
ま

れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
人
と
人
と
の
接
し
方

が
下
手
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
い
や
、
下
手
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い

状
況
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

自
分
自
身
だ
け
、
ま
た
人
に
勝
た
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
い
う
思
い
が
先
に
た
ち
、

人
間
が
冷
た
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え

る
。
私
自
身
も
冷
た
い
人
間
に
な
っ
て
い

る
よ
う
な
気
が
す
る
。

　

し
か
し
そ
ん
な
私
も
２
児
の
父
親
に

な
っ
て
い
る
。
子
供
た
ち
に
「
も
っ
と
思

い
や
り
を
持
て
よ
」
と
叱
っ
た
が
、
自
分

自
身
ど
う
だ
ろ
う
か
、
少
し
反
省
し
た
こ

と
が
あ
る
。

　

思
い
や
り
と
は
何
か
。
た
だ
人
に
親
切

に
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
人
の
気

持
ち
を
理
解
し
考
え
る
、
ま
た
お
互
い
に

話
し
合
い
、
互
い
の
気
持
ち
を
尊
重
し
、

そ
の
人
の
立
場
に
な
っ
て
悩
み
、
喜
び
、

何
か
を
解
決
し
た
り
す
る
こ
と
で
は
な
い

か
。
こ
ん
な
簡
単
な
こ
と
が
子
供
に
さ
え

教
え
ら
れ
な
い
。
余
裕
の
な
い
生
活
環
境

で
た
だ
空
回
り
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

さ
て
こ
の
50
代
で
何
を
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
か
と
考
え
て
も
、
自
分
自
身
何

を
し
た
ら
い
い
の
か
思
い
悩
む
と
こ
ろ
が

あ
る
。
痛
感
す
る
の
は
、
現
状
の
生
き
方

を
肯
定
し
な
が
ら
生
き
て
い
く
の
か
、
否

定
し
な
が
ら
生
き
て
い
く
の
か
、
こ
の
２

通
り
で
あ
り
、
自
分
と
し
て
は
否
定
し
て

生
き
て
い
き
た
い
。

　

し
か
し
そ
こ
に
は
、
や
は
り
思
い
や
り

と
い
う
言
葉
が
心
の
中
に
現
れ
る
。「
思

い
や
り
」、
簡
単
な
言
葉
で
は
あ
る
が
、

実
行
す
る
の
は
と
て
も
難
し
い
こ
と
だ
。

こ
の
何
年
か
前
か
ら
犯
罪
が
増
え
て
い

る
。
特
に
中
学
生
や
高
校
生
の
巧
妙
な
い

じ
め
、
ま
た
殺
人
な
ど
犯
罪
が
増
え
て
い

る
よ
う
だ
。
ほ
ん
の
少
し
の
思
い
や
り
あ

ふ
れ
る
ア
ド
バ
イ
ス
で
犯
罪
が
防
げ
た
か

も
し
れ
な
い
の
に
。
便
利
に
な
り
す
ぎ
て
、

目
の
前
で
感
じ
た
こ
と
だ
け
で
判
断
し
行

動
し
て
し
ま
う
子
供
た
ち
が
心
配
だ
。
こ

の
50
代
で
ラ
ス
ト
ス
パ
ー
ト
を
懸
け
る
と

す
る
と
、
や
は
り
思
い
や
り
の
心
を
持
っ

て
進
み
た
い
。

　
「
若
い
血
潮
の
予

科
練
の
七
ツ
釦
は
桜

に
錨
今
日
も
飛
ぶ
飛

ぶ
霞
ヶ
浦
に
ゃ
デ
ッ

カ
イ
希
望
の
雲
が
湧

く
」
と
日
の
丸
の
鉢

巻
を
し
め
軍
歌
を

歌
っ
て
職
場
へ
向
う

軍
国
乙
女
の
私
達
で

し
た
。
昭
和
17
年
４
月
憧
れ
の
四
日
市
高

女
に
入
学
し
ま
し
た
が
、
折
し
も
太
平
洋

戦
争
の
真
只
中
で
、
戦
局
は
熾
烈
を
極
め
、

私
達
３
年
生
以
上
に
学
徒
動
員
命
令
が
出

た
の
は
、
19
年
８
月
で
し
た
。
翌
20
年
８

月
の
終
戦
ま
で
の
一
年
間
、
常
磐
の
三
重

製
絨
工
場
で
、
陸
軍
の
軍
服
の
生
地
を
織

る
作
業
に
従
事
し
、
寄
宿
舎
生
活
と
な
り
、

私
達
は
学
徒
と
し
て
明
る
く
励
ま
し
合

い
、
生
産
を
高
め
て
い
き
ま
し
た
。
そ
し

て
20
年
６
月
18
日
、
四
日
市
空
襲
の
夜
が

や
っ
て
き
ま
し
た
。
丁
度
そ
の
日
は
、
月

に
２
回
私
達
が
家
で
一
泊
の
日
で
し
た
。

そ
の
夜
富
田
の
私
の
家
か
ら
見
た
の
は
、

紅
蓮
の
炎
に
包
ま
れ
た
地
獄
の
四
日
市
の

空
で
し
た
。
同
室
の
池
内
淑
子
さ
ん
が
、

第
五
小
学
校
の
防
空
壕
で
お
母
様
と
焼
死

さ
れ
ま
し
た
。
あ
の
日
が
泊
り
の
日
で
な

か
っ
た
ら
、
今
も
元
気
で
み
え
た
か
と
思

い
ま
す
。
六
十
数
年
経
た
今
も
彼
女
の
姿

が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
又
学
校
防
護
の
た

め
２
年
生
10
人
が
帰
ら
ぬ
人
に
な
り
、
全

校
で
13
名
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

国
の
内
外
で
大
き
な
犠
牲
を
払
い
、
や
が

て
終
戦
。
私
達
は
本
来
の
学
生
生
活
に
戻

り
ま
し
た
が
、
母
校
は
跡
形
も
な
く
焼
け
、

羽
津
小
と
日
永
小
の
校
舎
を
借
り
分
校
の

授
業
が
始
ま
り
、
翌
年

に
は
日
永
の
紡
績
の
寮

を
借
り
全
校
生
が
一
緒

に
授
業
を
受
け
る
こ
と

が
出
来
、
先
生
方
の
ご

苦
労
が
偲
ば
れ
ま
す
。

波
乱
に
満
ち
た
時
代
で

し
た
。
私
達
は
毎
年
ク
ラ
ス
会
を
し
て
き

ま
し
た
が
、
一
昨
年
80
歳
で
最
後
の
会
を

都
ホ
テ
ル
で
行
い
76
名
が
集
い
楽
し
い
一

時
を
も
ち
、
終
り
に
校
歌
の
大
合
唱
で
別

れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。
私
は
40
年
前
に
夫

と
死
別
、
２
人
の
娘
を
育
て
孫
５
人
、
ひ

孫
も
現
在
３
人
い
ま
す
。
辛
い
事
も
あ
り

ま
し
た
が
、
今
は
さ
さ
や
か
な
が
ら
一
人

で
穏
や
か
に
暮
ら
し
、
コ
ー
ラ
ス
と
短
歌

教
室
に
通
い
生
甲
斐
と
し
て
い
ま
す
。
私

が
女
学
校
卒
業
の
時
、
伊
達
校
長
先
生
よ

り
色
紙
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

　

上
み
れ
ば　

は
て
し
も
あ
ら
ぬ
世
の
中
に

　
　
　

 

我
れ
ほ
ど
も
な
き　

人
も
こ
そ
あ
れ

　

今
後
も
こ
の
和
歌
を
座
右
の
銘
と
し

て
、
残
さ
れ
た
歳
月
を
、
お
ろ
そ
か
に
せ

ず
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
願
っ
て
お
り
ま

す
。

学
徒
動
員
そ
し
て

　

四
日
市
空
襲
に
散
っ
た
友
よ

鈴　

木　

勢　

子

（
四
女
四
十
四
回
卒
）

三
年
一
組
…
…
で
学
ぶ

山　

本　

哲　

也

（
四
高
五
十
一
年
度
卒
）

　

私
も
満
80
歳
を
迎
え
、寄
稿
を
機
会
に
、

女
学
生
当
時
か
ら
現
在
ま
で
の
来
し
方
を

振
り
返
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

女
学
生
の
頃
は
学
徒
動
員
で
勉
強
よ
り

も
工
場
で
働
く
毎
日
で
し
た
。
又
５
人
兄

弟
の
長
女
で
も
あ
り
ま
し
た
の
で
、
家
で

は
母
を
助
け
食
糧
不
足
の
中
、
弟
妹
の
面

倒
を
見
て
参
り
ま
し
た
。
終
戦
の
混
乱
の

中
就
職
し
結
婚
も
し
て
、
高
度
成
長
の
喧

噪
の
下
、２
人
の
娘
の
子
育
て
や
ら
、パ
ー

ト
勤
め
等
と
忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て
参
り

ま
し
た
。
50
代
60
代
は
仕
事
の
忙
し
い
娘

に
代
わ
っ
て
、
孫
の
面
倒
を
見
る
の
に
精

一
杯
で
、
ゆ
と
り
を
持
つ
こ
と
も
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。
近
年
よ
う
や
く
す
べ
て
が

自
分
の
時
間
と
も
い
え
る
よ
う
に
な
り
、

好
き
な
よ
う
に
過
ご
し
て
お
り
ま
す
。
と

は
い
え
、
長
年
の
不
摂
生
が
た
た
っ
て
、

活
発
に
動
く
事
も
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
家

の
中
で
料
理
を
し
た
り
陶
芸
教
室
に
通
っ

た
り
す
る
毎
日
で
す
。
料
理
と
云
え
ば
新

し
い
レ
シ
ピ
を
捜
し
て
挑
戦
す
る
の
が
好

き
で
、
思
い
の
外
お
い
し
く
で
き
る
こ
と

も
あ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
近

所
の
方
や
友
人
に
も
お
裾
分
け
し
て
娘
に

迷
惑
だ
と
叱
ら
れ
る
有
様
で
す
。
又
、
陶

芸
も
10
年
ほ
ど
続
け
て
お
り
、
皿
や
壺

な
ど
形
の
き
ま
っ
た
も
の
で
は
な
く
、
焼

き
締
め
の
雛
人
形
や
釣
り
を
し
て
い
る
河

童
、
ご
ろ
寝
し
て
い
る
蛙
な
ど
の
形
の
面

白
い
も
の
を
好
ん
で
作
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
も
貰
っ
て
く
だ
さ
る
方
も
い
て
、
励
み

に
な
っ
て
続
け
て
い
ま
す
。
現
在
、
主
人

や
弟
の
助
け
を
得
て
、
よ
う
や
く
余
裕

の
あ
る
80
代
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

こ
う
し
て
人
生
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
国
家
の
在
り
様
と
個
人
の
生
活
が
い

か
に
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
も
の
か
と
気

付
か
さ
れ
ま
す
。
昨
今
の
報
道
に
よ
り
ま

す
と
日
本
は
斜
陽
を
迎
え
て
い
る
よ
う
に

も
思
わ
れ
ま
す
が
、
個
々
の
人
間
が
人
生

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
国
の
将
来

も
変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
て
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
の
日
本
を

支
え
る
若
い
方
々
が
、
平
和
で
豊
か
な
国

を
創
っ
て
下
さ
る
こ
と
を
願
っ
て
筆
を
置

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

あ
り
の
ま
ま
に

市　

川　

弘　

子

（
北
女
二
十
一
回
卒
）

　

五　

十　

代柳　

澤　

一　

重

（
四
高
通
信
制
六
十
年
度
卒
）

人　物　人　物　
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四
日
市
高
校
が
１
０
０
周
年
を
迎
え
た

記
念
の
年
、
私
は
３
年
生
に
在
学
し
て
い

ま
し
た
。
記
念
式
典
で
は
、
そ
の
歴
史
の

重
さ
に
、
誇
ら
し
さ
よ
り
畏
れ
多
い
気
持

ち
が
勝
り
ま
し
た
。
卒
業
後
、
名
古
屋
芸

術
大
学
に
進
学
し
、
在
学
中
に
結
婚
。
夫

が
開
設
し
た
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
を
手
伝

い
、
７
年
目
。
昨
年
夏
に
第
３
子
を
出
産

し
、
二
人
六
脚
（

）、
地
元
四
日
市
で

奮
闘
し
て
い
ま
す
。
そ
の
環
境
も
あ
っ
て
、

子
育
て
フ
リ
ー
マ
ガ
ジ
ン
の
編
集
デ
ザ
イ

ン
や
保
育
園
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン

の
仕
事
な
ど
も
い
た
だ
き
ま
す
。

　

だ
か
ら
自
身
の
子
育
て
も
ス
ム
ー
ズ
か

と
い
う
と
、
そ
う
は
い
か
ず
。
４
歳
の
長

男
は
反
抗
期
。
先
日
、
口
答
え
を
し
て
い

た
の
で
、「
お
父
さ
ん
に
、
そ
ん
な
事
言
っ

た
ら
あ
か
ん
や
ろ
？
」
と
諭
す
と
、
こ
ん

な
言
葉
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。「
別
に
い

い
じ
ゃ
ん
！
」
さ
ら
に
畳
み
掛
け
る
よ
う

に
「
な
ん
で
、
あ
か
ん
の
‼
」
と
。

　

ふ
と
、
古
典
で
習
っ
た
孔
子
の
五
常
の

徳
「
仁
義
礼
智
信
」
が
浮
か
び
ま
し
た
。

毎
度
現
代
語
訳
の
丸
暗
記
で
試
験
を
乗
り

き
っ
て
き
ま
し
た
が
、
礼
儀
に
厳
し
か
っ

た
両
親
に
育
て
ら
れ
た
か
ら
か
、
文
法
は

さ
て
お
き
、
教
え
は
腑
に
落
ち
、
心
の
中

で
両
親
に
感
謝
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
人
間
よ
り
も
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
に
向
き
合
う
時
間
が
長
く
、
そ
れ
ら
機

械
に
翻
弄
さ
れ
る
昨
今
。
デ
ザ
イ
ン
も
例

外
で
は
な
く
、
パ
ソ
コ
ン
の
出
現
に
よ
り

手
軽
に
、
百
人
百
通
り
の
ニ
ー
ズ
に
応
え

ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
ど
ん
な
に
万
能
な

パ
ソ
コ
ン
も
私
が
あ
の
古
典
の
授
業
で
感

じ
た
気
持
ち
は
体
現
で
き
ま
せ
ん
。
子
育

て
の
大
前
提
も
醍
醐
味
も
五
常
の
徳
に
あ

り
そ
う
で
す
が
、
私
ひ
と
り
で
子
ど
も
た

ち
に
伝
え
る
に
は
力
不
足
で
す
。
私
の
場

合
は
、
私
と
夫
の
両
親
、
兄
弟
、
祖
父
母

ま
で
巻
き
込
ん
で
、
子
育
て
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
五
常

の
徳
を
意
識
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は

私
の
方
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

さ
て
、
息
子
の
「
な
ん
で
？
」
に
、「
私

の
知
識
も
な
か
な
か
捨
て
た
も
ん
じ
ゃ
な

い
な
」
と
陶
酔
し
て
ば
か
り
お
ら
れ
ず
、

と
っ
さ
に
出
た
答
え
は
「
理
由
は
な
い
」

で
し
た
。
そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
、
息
子

の
口
癖
が
「
理
由
は
な
い
」
に
な
っ
た
の

は
、
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

旅
行
会
社
へ
入
社
し
ち
ょ
う
ど
20
年
と

な
り
ま
す
。
昨
年
、
転
勤
３
回
目
に
し
て

や
っ
と
地
元
で
働
く
チ
ャ
ン
ス
に
恵
ま
れ

ま
し
た
。
母
校
で
あ
る
四
日
市
高
校
の
仕

事
も
い
た
だ
き
、
ま
た
お
世
話
に
な
っ
た

先
生
の
グ
ル
ー
プ
旅
行
も
お
手
伝
い
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
、
本
当
に
嬉
し

く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

旅
行
業
を
と
り
ま
く
環
境
も
か
な
り
変

化
し
ま
し
た
。
か
つ
て
は
旅
行
に
行
く
に

は
旅
行
会
社
を
通
し
て
の
申
込
み
が
ほ
と

ん
ど
で
し
た
が
、
最
近
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
旅
行
会
社
を
通
さ
ず
旅
行

に
行
け
る
時
代
と
な
り
、
我
々
に
と
っ
て

は
非
常
に
厳
し
い
時
代
と
な
っ
て
き
ま
し

た
。

　

会
社
に
入
社
し
た
動
機
の
ひ
と
つ
は
、

旅
に
は
チ
カ
ラ
が
あ
る
と
思
う
こ
と
で

す
。
旅
先
で
待
ち
受
け
て
い
る
一
つ
一
つ

の
経
験
・
体
験
は
、
普
段
の
日
常
生
活
で

の
そ
れ
よ
り
も
強
く
印
象
に
残
る
も
の
で

す
。
ち
な
み
に
私
の
修
学
旅
行
を
思
い
出

す
と
、
台
風
の
影
響
で
旅
行
期
間
を
短
縮

し
て
帰
宅
。
萩
で
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル
、

旅
館
で
の
生
活
を
、
ま
だ
思
い
出
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

３
日
前
の
夜
に
何
を
食
べ
た
か
は
思
い

だ
せ
な
く
て
も
修
学
旅
行
で
の
触
れ
合

い
、
旅
館
で
の
で
き
ご
と
は
鮮
明
に
覚
え

て
い
る
よ
う
に
、
旅
に
は
そ
ん
な
チ
カ
ラ

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

今
ど
き
の
修
学
旅
行
の
話
を
さ
せ
て
い

た
だ
く
と
、
目
的
地
は
か
つ
て
の
定
番
で

あ
っ
た
九
州
が
復
活
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

飛
行
機
の
機
材
縮
小
化
に
よ
り
北
海
道
や

沖
縄
は
少
な
く
な
り
そ
う
で
す
。
宿
舎
は

旅
館
で
は
な
く
デ
ラ
ッ
ク
ス
ホ
テ
ル
に
宿

泊
、
大
き
な
荷
物
は
ト
ラ
ッ
ク
で
搬
送
す

る
、
グ
ル
ー
プ
研
修
中
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
携
帯
電

話
を
も
っ
て
の
行
動
な
ど
な
ど
。
旅
行
形

態
も
昔
と
は
か
な
り
変
わ
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　

わ
が
母
校
も
九
州
長
崎
方
面
へ
の
修
学

旅
行
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
（
フ
ェ
リ
ー

は
利
用
し
ま
せ
ん
・
往
復
新
幹
線
利
用
）。

今
年
は
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
機

会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

非
日
常
的
な
世
界
で
、
様
々
な
人
や
風

景
、
生
き
方
や
文
化
に
出
会
う
旅
は
、
将

来
へ
の
発
見
、
気
付
き
、
生
涯
忘
れ
が
た

い
感
動
を
味
わ
う
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
後
輩

た
ち
の
未
来
の
た
め
に
、
そ
し
て
四
日
市

高
校
で
過
ご
す
最
高
の
３
年
間
の
た
め

に
、「
旅
の
チ
カ
ラ
の
最
も
有
効
な
活
用
」

を
真
剣
に
考
え
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

旅
の
チ
カ
ラ内　

藤　

健　

二

（
四
高
六
十
一
年
度
卒
）

　

子
育
て
は
親
育
て

田　

中　

恵　

美

（
四
高
平
成
十
一
年
度
卒
）

○
終
身
会
費
（
２
万
円
）

安
藤
舞
、
伊
井
梓
、
伊
藤
文
美
、
伊
藤
貴

仁
、
今
村
将
成
、
内
山
里
穂
、
小
野
舞
子
、

角
井
美
紀
、
加
藤
早
織
、
加
藤
祐
子
、
金

堂
孔
輔
、
河
村
祐
子
、
菊
川
真
麻
、
菊
山

由
衣
、清
田
夏
未
、小
林
由
佳
、斎
藤
愛
理
、

坂
倉
早
紀
、
下
濱
都
来
、
杉
本
杏
奈
、
多

賀
一
喜
、
高
城
佳
那
美
、
竹
村
美
咲
、
辻

野
恭
平
、
出
口
沙
織
、
中
澤
芽
衣
、
羽
生

萌
乃
、東
出
和
哉
、馬
瀬
琢
己
、水
谷
弘
樹
、

諸
岡
正
悟
、
柳
田
和
己
、
脇
大
典
、
渡
邉

雄
斗
、
伊
東
絵
梨
香
、
太
田
隆
比
呂
、
岡

本
翔
平
、
岡
山
さ
く
ら
、
小
田
有
紗
、
小

田
詩
織
、
加
藤
光
、
倉
ひ
と
み
、
児
玉
愛

子
、
小
林
朗
人
、
小
林
加
央
璃
、
小
林
里

穂
、
斎
藤
貴
史
、
阪
有
紀
乃
、
笹
岡
智
、

谷
口
加
恵
、
津
田
雄
彰
、
手
嶋
大
侑
、
中

西
沙
織
、並
木
静
香
、服
部
瞳
、藤
田
顕
考
、

増
田
啓
佑
、
松
井
宏
樹
、
水
谷
幸
平
、
三

林
咲
実
、
民
部
貴
久
、
毛
知
幸
徳
、
森
晃

子
、
森
下
陽
子
、
矢
野
貴
大
、
山
口
翔
子
、

山
口
卓
哉
、
渡
邉
美
琴
、
秋
元
厚
美
、
石

黒
夏
未
、
伊
藤
貴
史
、
伊
藤
優
季
、
岩
間

彩
香
、
梅
村
瑞
稀
、
方
山
大
地
、
加
藤
麻

衣
子
、
兼
子
真
優
、
喜
多
村
朝
美
、
栗
田

真
衣
、
黒
田
沙
樹
、
小
山
智
壽
子
、
佐
藤

由
里
菜
、鈴
木
健
一
、高
崎
幸
、中
村
一
貴
、

野
呂
悠
輔
、
舟
橋
卓
、
舟
橋
里
菜
、
前
田

季
美
、
峰
田
基
史
、
八
島
光
平
、
矢
田
雄

大
、山
本
翔
太
、和
田
元
樹
、伊
出
紳
之
介
、

伊
藤
奈
穂
実
、
伊
藤
也
真
人
、
茨
木
勇
貴
、

井
堀
郁
也
、
大
西
駿
、
桂
山
翼
、
儀
賀
大

己
、教
学
真
菜
実
、熊
澤
龍
佑
、河
野
杏
美
、

近
藤
剛
史
、
櫻
井
詩
歩
、
柴
田
久
嗣
、
鈴

木
万
智
、
瀬
古
大
輔
、
髙
井
遥
香
、
田
中

大
資
、徳
田
省
吾
、中
西
貴
大
、西
川
知
里
、

西
口
茉
友
子
、
萩
一
樹
、
服
部
真
幸
、
人

見
茜
、
細
川
萌
里
、
牧
田
拓
也
、
松
嶋
祐

樹
、松
村
円
香
、眞
弓
は
る
か
、森
田
一
輝
、

谷
藤
謙
次
、
山
口
瑠
宇
、
山
下
廣
大
、
山

之
内
卓
弥
、
若
林
敦
司
、
浅
井
健
一
、
足

立
太
一
、一
海
り
さ
、伊
藤
彰
吾
、井
上
怜
、

上
田
舜
、
春
日
井
大
輝
、
川
島
英
恵
、
後

藤
寛
登
、
後
藤
勇
樹
、
近
藤
崇
裕
、
齋
木

萌
、
阪
倉
若
菜
、
佐
藤
未
里
、
田
中
勢
里

香
、
出
口
優
香
、
中
井
麻
由
佳
、
永
戸
雄

也
、
中
村
彩
希
、
禾
本
大
樹
、
濱
田
英
里
、

福
本
健
太
、
藤
井
幹
子
、
藤
松
愛
、
松
元

彩
、
眞
野
果
林
、
水
谷
祥
子
、
三
本
明
日

香
、
三
好
友
樹
、
山
内
信
人
、
山
田
悠
登
、

吉
川
浩
平
、
渡
邉
優
紀
、
浅
井
理
香
、
石

井
龍
太
、
伊
藤
夏
来
、
上
田
史
人
、
打
田

晴
輝
、内
山
睦
美
、大
萱
晃
大
、加
藤
千
晶
、

川
井
田
大
地
、
久
留
島
淳
史
、
黒
田
祐
輔
、

髙
阪
重
行
、
河
内
章
吾
、
小
林
久
也
、
小

林
愛
、
小
林
由
依
、
近
藤
弘
隆
、
繁
田
智

弘
、柴
田
千
里
、杉
田
夏
美
、瀬
戸
山
絢
美
、

舘
泰
志
、
出
口
真
行
、
冨
山
貴
弘
、
中
根

麻
由
奈
、
畑
中
佑
太
、
服
部
有
哉
、
福
森

真
士
、
藤
谷
将
也
、
堀
江
祐
太
朗
、
堀
川

美
希
、
増
田
直
人
、
松
下
愛
、
松
葉
紗
代
、

森
陽
里
、
山
浦
星
夏
、
山
下
貴
也
、
吉
田

将
大
、
吉
原
彰
宏
、
市
川
沙
菜
美
、
市
川

隼
也
、
伊
藤
圭
亮
、
上
浦
唯
、
大
原
駿
平
、

岡
本
彩
希
、
金
森
恵
梨
香
、
川
瀬
勧
、
川

村
悦
子
、
草
川
紗
妃
、
楠
井
晟
矢
、
葛
巻

み
な
み
、倉
田
駿
、黒
山
滉
平
、合
田
陽
映
、

後
藤
大
揮
、
白
根
優
里
、
髙
木
駿
太
、
橘

洋
佑
、
田
中
靖
大
、
寺
邊
隆
史
、
弘
田
有

梨
奈
、福
田
雄
斗
、前
田
木
実
、牧
野
博
一
、

松
岡
大
貴
、
松
永
正
直
、
溝
端
圭
介
、
矢

田
純
一
、
矢
田
望
、
山
路
仁
梨
、
米
沢
凌
、

渡
邊
友
加
里
、
伊
藤
朝
、
伊
藤
智
康
、
大

矢
智
子
、
加
藤
葉
子
、
川
森
裕
司
、
佐
々

木
晴
菜
、
佐
藤
準
規
、
白
井
宏
和
、
杉
本

千
雛
、田
中
理
裕
、仲
条
優
理
、豊
田
愛
理
、

中
嶋
直
人
、
中
谷
志
帆
、
中
村
瑞
樹
、
西

口
菜
美
、早
川
佳
那
、葉
山
新
、水
井
珠
紀
、

水
谷
茜
、
三
輪
琴
子
、
武
藤
啓
悟
、
望
月

果
南
美
、
森
恵
里
佳
、
森
裕
子
、
山
下
佳

奈
子
、
山
田
環
、
山
室
良
晃
、
浅
井
大
貴
、

石
川
翠
、
石
崎
裕
章
、
石
﨑
雄
也
、
伊
藤

孝
将
、稲
垣
怜
那
、大
森
康
平
、大
森
美
花
、

岡
部
雄
介
、
奥
岡
莞
司
、
尾
崎
篤
汰
、
葛

西
光
希
、
柏
木
晴
子
、
加
藤
綾
華
、
加
藤

幹
子
、
川
喜
田
水
希
、
後
藤
隼
紀
、
米
中

舞
、
杉
村
理
恵
、
高
井
啓
輔
、
中
条
貴
大
、

中
村
紗
季
、
服
部
圭
一
郎
、
平
田
奈
央
子
、

廣
田
和
起
、
藤
田
大
介
、
藤
見
奈
央
、
松

原
拓
也
、
水
谷
浩
人
、
宮
﨑
亮
直
、
宮
﨑

一
成
、虫
明
直
槻
、森
田
将
夫
、山
部
陽
平
、

山
室
涼
平
、
米
澤
佳
勇
汰
、
米
沢
飛
雄
馬
、

橋
本
清
春
、
小
暮
由
夏
、
小
林
長
久
、
長

谷
川
正
統
、水
橋
守
、佐
藤
大
輔
、川
辺
徹
、

林
泰
生
、
長
谷
川
貴
也
、
森
公
平
、
名
村

哲
至
、
山
下
清
成
、
服
部
忠
彦 

（
平
成
22
年
10
月
現
在
） 

○
十
年
会
費
（
１
万
円
）　　
　

一
名

○
五
年
会
費
（
５
千
円
）　　
　

一
名 

○
三
年
会
費
（
３
千
円
）　　
　

三
名

○
二
年
会
費
（
２
千
円
）　　
　

二
名

○
一
年
会
費
（
千
円
）　　

二
九
七
名

　

会
員
の
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
会
費
納
入
者 

（
敬
称
略
）

　
　

会
費
納
入
の
お
願
い

　

同
窓
会
の
事
業
は
す
べ
て
会
費
に
よ

り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
報
の
送
付

な
ど
も
、
財
政
上
の
理
由
か
ら
会
費
を

納
め
た
方
だ
け
に
限
ら
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
納
入
が
ま
だ
お
済
み
で

な
い
場
合
に
は
、
是
非
お
早
め
に
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

○
納
入
金
額

　

終
身
会
費　

２
万
円

　

毎
年
納
入
の
場
合

　

年
会
費　
　

千　

円

○
納
入
方
法

　

①
郵
便
振
替　

口
座
番
号

　
　

〇
〇
八
二
〇

－

八

－

六
三
六
七

　
　

三
重
県
立
四
日
市
高
校
同
窓
会

　
　

※
専
用
の
振
込
用
紙
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
連
絡
下
さ
れ
ば
送
付
い

た
し
ま
す
。

　
　
　

ま
た
同
窓
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
も
可
能
で
す
。

　

②
現
金
書
留

　
　

会
館
迄
ご
送
金
下
さ
い
。

《
お
問
い
合
わ
せ
は
》

　
　

四
日
市
高
校
同
窓
会
館
ま
で

　
　

〒
五
一
〇

－

八
〇
二
七

　
　

四
日
市
市
茂
福
六
五
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富中40会卒クラス会
H22.11.17（四日市都ホテル）

在京富中会・富中40回卒　H22.６.14（KKRホテル東京）

通信制親睦バス旅行　H22.６.６

在京富中会・富中40回卒
H21.５.29（KKRホテル東京）
在京富中会・富中40回卒
H21.５.29（KKRホテル東京）

北海道　富中四高会　H22.６.15

富中33回卒・午羊会　H20.10.16

富中41回卒　H22.４.11（四日市都ホテル）

四高27会　H22.７.15（湯の山鹿の湯ホテル）

同窓生交歓同窓生交歓
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宮
崎
の
舞
台
に
立
て
る
こ
と
な
ど
、

ま
っ
た
く
想
像
し
て
い
な
い
出
来
事
で
し

た
。
去
年
、
三
重
県
で
行
わ
れ
た
総
文

祭
に
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
た
と
き

は
、
上
演
校
を
観
て
羨
ま
し
く
思
う
と
同

時
に
、
当
時
入
部
三
ヶ
月
の
自
分
と
は
違

う
次
元
に
い
る
よ
う
に
純
粋
に
思
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
す

る
な
か
で
、
全
国
の
舞
台
は
た
く
さ
ん
の

人
た
ち
の
力
に
支
え
ら
れ
て
い
る
の
だ
、

と
い
う
こ
と
が
強
く
心
に
残
り
ま
し
た
。

そ
の
と
き
に
、
い
つ
か
こ
の
舞
台
で
上
演

し
て
み
た
い
と
い
う
大
そ
れ
た
思
い
を
、

心
の
ど
こ
か
に
持
っ
た
よ
う
に
覚
え
て
い

ま
す
。

　

全
国
で
の
上
演
が
近
く
な
る
に
つ
れ
、

今
ま
で
と
は
違
う
妙
な
緊
張
感
が
出
て

き
ま
し
た
。
単
に
人
前
で
上
演
を
す
る
と

い
う
緊
張
感
で
は
な
く
、
自
分
が
去
年
の

総
文
祭
で
観
た
舞
台
と
同
じ
品
質
の
舞

台
を
、
今
度
は
自
分
た
ち
が
上
演
で
き

る
の
か
と
い
う
お
そ
れ
に
似
た
緊
張
感
で

す
。
精
神
的
に
追
い
詰
め
ら
れ
る
と
い
う

ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
妙
な

不
安
を
あ
お
ら
れ
た
の
は
間
違
い
あ
り
ま

せ
ん
。
県
内
の
演
劇
部
の
友
人
な
ど
か
ら

届
い
た
応
援
メ
ー
ル
や
言
葉
も
、
支
え
と

な
る
よ
り
、
寧
ろ
『
全
国
』
と
い
う
こ
と

を
強
調
さ
れ
て
、
威
圧
的
に
感
じ
る
と
き

も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
い
く
ら
上
演

し
た
い
と
強
く
願
っ
て
も
、
全
国
で
た
っ

た
十
二
校
し
か
上
演
で
き
な
い
夢
舞
台
。

も
ち
ろ
ん
、
一
生
の
う
ち
に
再
び
立
つ
こ

と
は
、
ほ
ぼ
あ
り
え
な
い
場
所
。
そ
ん
な

雰
囲
気
を
楽
し
み
た
い
、
そ
ん
な
場
所
で

最
高
の
演
技
を
し
た
い
、
と
思
う
よ
う
に

も
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
応
援
も
純
粋

に
と
て
も
嬉
し
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
り
ま
し
た

が
、
演
じ
き
っ
た
後
に
全
国
の
舞
台
は
と

て
も
気
持
ち
い
い
場
所
だ
、
と
心
の
底
か

ら
思
い
ま
し
た
。
今
年
の
宮
崎
は
口
蹄
疫

の
問
題
も
あ
り
、
開
催
さ
え
危
ぶ
ま
れ
ま

し
た
。
そ
ん
な
中
、
無
事
開
催
で
き
た
の

は
宮
崎
の
方
々
の
協
力
の
お
か
げ
だ
と
思

い
ま
す
。
そ
の
努
力
が
ど
れ
ほ
ど
大
変
な

物
で
、
そ
れ
が
大
き
な
力
に
な
る
こ
と
を
、

去
年
の
経
験
で
痛
い
ほ
ど
知
っ
て
い
る
つ

も
り
で
す
。
こ
の
こ
と
に
大
き
く
感
謝
し

つ
つ
、
そ
ん
な
人
々
に
支
え
ら
れ
た
夢
の

舞
台
で
自
分
が
全
力
で
上
演
で
き
た
こ
と

を
一
生
の
誇
り
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

私
は
四
日
市
高
校
で
多
く
の
素
晴
ら
し

い
先
生
方
と
友
達
に
恵
ま
れ
、
有
意
義
な

経
験
を
積
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の

中
で
も
様
々
な
場
面
で
一
体
感
を
感
じ
、

清
々
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た
事
を
思
い
出

し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
三
年
生
の
四
高
祭
で
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
を
演
じ
た
時
の
こ
と
。

　

企
画
の
段
階
で
テ
ー
マ
の
選
択
と
表

現
方
法
に
つ
い
て
全
員
で
話
し
合
い
ま
し

た
。
目
標
は
自
分
達
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を

み
ん
な
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
。
限
ら

れ
た
時
間
の
中
で
効
率
良
く
ま
と
め
る
方

法
に
つ
い
て
悩
み
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
で

率
先
し
て
取
り
仕
切
る
リ
ー
ダ
ー
が
生
ま

れ
、
リ
ー
ダ
ー
を
含
め
ク
ラ
ス
全
員
が
協

力
し
あ
え
る
環
境
が
自
然
と
出
来
上
が
り

ま
し
た
。
早
朝
か
ら
の
練
習
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
ほ
ぼ
全
員
が
必
ず
練
習
に
参
加
し
、

表
現
方
法
を
工
夫
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ア

レ
ン
ジ
部
分
も
生
ま
れ
ま
し
た
。
全
員
が

目
標
に
向
か
っ
て
一
丸
と
な
る
姿
、
選
任

し
た
リ
ー
ダ
ー
を
支
え
て
練
習
に
取
り

組
ん
で
い
く
日
々
に
充
実
感
を
感
じ
ま
し

た
。
も
ち
ろ
ん
演
じ
て
い
る
自
分
達
も
と

て
も
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
努
力
の
成
果
と
し
て
最
多
得
票

賞
を
頂
き
、
一
体
感
と
達
成
感
の
両
方
を

み
ん
な
で
共
有
出
来
た
こ
と
は
と
て
も
よ

い
思
い
出
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
習
室
の
学
習
に
お
い
て
も
同

じ
感
覚
（
一
体
感
）
を
持
ち
ま
し
た
。

　

勉
強
は
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
目
標
通
り
に
学
習
が
進
ま
ず
悩

ん
だ
時
、
点
数
が
思
う
よ
う
に
と
れ
な
い

で
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
ら
な
い
時
で

も
自
習
室
に
い
け
ば
、
友
達
一
人
一
人
の

学
習
す
る
姿
が
刺
激
と
な
り
自
分
に
跳
ね

返
っ
て
き
ま
す
。
何
も
語
ら
な
い
自
習
室

の
空
間
や
雰
囲
気
の
中
で
す
ら
一
体
感
を

感
じ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

　

四
高
生
は
お
互
い
の
立
場
を
理
解
し
て

認
め
合
お
う
と
す
る
思
い
や
自
分
の
役
割

を
考
え
て
行
動
す
る
速
さ
な
ど
の
長
所
を

持
っ
た
集
団
だ
と
感
じ
ま
す
。
私
自
身
も

そ
の
中
で
大
き
く
成
長
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
環
境
を
整
え

て
く
れ
た
先
生
方
に
も
感
謝
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
四
日
市
高
校
で
の
経
験
を
誇

り
に
、
今
後
の
成
長
に
つ
な
げ
た
い
と
思

い
ま
す
。

四
日
市
高
校
で

　

学
ん
だ
こ
と
「
一
体
感
」

横　

山　

瑛　

貴

（
三
年
五
組
）

　

僕
た
ち
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
は
一
月
十
四

日
か
ら
始
ま
っ
た
県
大
会
で
準
優
勝
に
な

り
、
二
月
に
静
岡
県
で
行
わ
れ
る
東
海
大

会
に
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
県
大
会
で

は
６
大
会
連
続
の
２
位
と
な
り
ま
す
。
先

輩
方
が
残
し
た
成
績
に
追
い
つ
い
た
こ
と

や
、
準
優
勝
に
な
る
こ
と
で
得
て
き
た
県

大
会
シ
ー
ド
枠
を
死
守
す
る
こ
と
が
で
き

て
、
少
し
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。
け
れ
ど
、

目
標
は
全
国
大
会
で
す
。
春
の
全
国
大

会
は
東
海
大
会
で
５
強
入
り
、
夏
の
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
は
県
で
一
位
に
な
ら
な
い
と
出

場
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
練
習
の
毎

日
。
こ
こ
で
重
く
の
し
か
か
っ
て
く
る
の

が
、
日
々
の
学
校
生
活
に
お
け
る
「
勉
強

の
成
績
」
と
「
膨
大
な
課
題
の
量
」
で
す
。

部
活
ば
か
り
で
勉
強
を
お
ろ
そ
か
に
し
て

は
い
け
な
い
。
先
輩
方
が
こ
な
し
て
き
た

「
文
武
両
道
」
が
、
い
か
に
大
変
で
あ
っ

た
か
実
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
冬
場
は
日

が
沈
む
ま
で
の
短
い
時
間
の
中
、
か
じ
か

ん
だ
手
で
ど
の
よ
う
に
練
習
す
る
か
が
問

題
で
し
た
。
ど
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
も
、
練
習

し
な
い
と
試
合
で
は
勝
て
ま
せ
ん
。
早
朝

練
習
で
練
習
時
間
を
補
い
、
休
日
の
練
習

試
合
や
長
期
休
暇
中
に
は
愛
知
、
岐
阜
、

全
国
大
会
に
む
け
て

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
主
将　

神　

保　

康　

紀

編

集

後

記

　

１
１
０
周
年
事
業
で
立
ち
あ
げ
た
同
窓

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
や
っ
と
動
き
始
め
ま

し
た
。
閲
覧
者
数
も
次
第
に
増
え
て
お
り

ま
す
。
住
所
不
明
と
な
っ
て
い
た
方
か
ら

の
連
絡
も
何
件
か
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
拙
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
す

が
、
こ
れ
が
会
員
の
皆
様
を
結
ぶ
糸
に
な

れ
ば
と
期
待
し
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
か
ら
の
ご
連
絡
、
情
報
提

供
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

（
小
林
）

学園だより学園だより学園だより

全国高校演劇大会

滋
賀
な
ど
他
県
へ
の
遠
征
で
実
戦
経
験
を

積
む
こ
と
で
、
県
大
会
を
勝
ち
抜
き
県
外

チ
ー
ム
と
わ
た
り
あ
え
る
実
力
を
つ
け
ま

し
た
。

　

忙
し
く
て
も
練
習
試
合
を
組
ん
で
く

だ
さ
る
顧
問
の
先
生
、
朝
練
で
体
育
館

を
使
わ
せ
て
く
だ
さ
っ
た
体
育
科
の
先
生

な
ど
、
四
日
市
高
校
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

を
応
援
し
て
く
だ
る
多
く
の
方
の
お
か
げ

で
、
勝
つ
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
そ
し

て
何
よ
り
、
こ
れ
ま
で
先
輩
方
が
周
り
の

人
か
ら
評
価
さ
れ
認
め
ら
れ
る
チ
ー
ム
を

作
り
、
部
を
作
っ
て
き
て
く
れ
た
お
か
げ

だ
と
思
い
ま
す
。
今
で
は
、
県
内
か
ら
も

県
外
か
ら
も
練
習
試
合
に
誘
っ
て
い
た
だ

け
ま
す
。
応
援
し
て
く
だ
さ
る
方
々
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
、
ま
ず
は
東

海
大
会
で
勝
つ
た
め
に
し
っ
か
り
と
練
習

し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
目
標
の
全
国
大
会
。
そ
こ
に

た
ど
り
着
く
た
め
に
は
相
応
の
実
力
と
運

が
必
要
で
、
僕
た
ち
の
代
で
は
達
成
で
き

な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
精
一

杯
目
標
に
む
か
っ
て
努
力
し
、
少
し
ず
つ

で
も
良
い
成
績
を
残
し
て
後
輩
達
に
託
し

て
い
く
。
そ
の
よ
う
な
チ
ー
ム
を
作
っ
て

い
き
た
い
で
す
。
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